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2012年度基本要求最終交渉に向けて

聞きたいのは、やれ(ら)ない理由じゃない！当局はなぜ前向きに仕事ができないのか！
なぜ合理的・効率的な発想ができない？なぜ弱い立場の人間に対する配慮ができないのか？

自治労県職労は1月30日に、2012年度基本要求の最終交渉を行います。

この間の当局の回答内容は、前例踏襲で、現行の制度や運用に固執し、「財政危機」と言いながら、およそ合理的・効率的に改善していこうという姿勢は見られず、職訓指導員の欠員補充、短時間再任用の定数扱いなど、これまでの労使の約束事もないがしろにし、臨任・非常勤職員等、弱い立場の職員に対する冷たい扱いなど、厳しい中でも前向きに仕事をしようと職員が思える姿勢は全く感じられません。

自治労県職労は、最終交渉で次の課題が一歩でも前進するよう、当局を追及していきます。

最終交渉に向けた重点課題
○過重労働の撲滅

・人員削減とともに、内部管理事務（人事制度、経理処理、予算等々）の増大が過重労働の原因の一つであり、抜本的に是正すべき。

	予算業務で仕事納めの日も、正月も遅くまで残業をせざるを得ない実態を、当局はどう認識しているのか。やり方を改善すべきではないのか？局への大幅な予算権限委譲は不可欠。


・個人情報等を除く調査結果をイントラに載せることにより共有化すること。
	照会・調査結果をイントラで共有すれば、既存資料の活用により、調査を減らすこともできる。


・職員に過重な負担を強い、効率的な事務執行の妨げとなっている「厳格な執行」を「適正かつ合理的な執行」に改革すること。

	職員が展望を持って安心して仕事ができるよう、これまでの改善内容、今後の改善の方向性やスケジュールを明確に示すべき。


○人員要求

・前知事が人口当りの職員数が全国一少ないと豪語したほどの、減らし過ぎの人員回復。

	これ以上、積上げ根拠のない削減は容認できない。削減したい場合は具体的な根拠を示すべき。


・職業訓練指導員の欠員補充。

	これまで「校再編の目途が立たってから」などとして、人員体制、特に欠員補充を行わなかったが、西部校の開校を1年後に控え、欠員補充をしない理由はもう存在しない。

校の統合・再編を行ったということは、中長期的な計画が固まったということである。

指導員の業務は、単に教えることだけではない。就職の指導や就職先の開拓等もあり、正規でなければ対応できない仕事は山ほどある。来年度から複数採用を実施すべき。


・児童相談所の大幅増員。

	国が2012年度から児童福祉司の2人／170万人の上乗せ増員を決定している。

県域では3人に該当する。通常の増員のほか、最低限3人上乗せ増員を行うべき。


・短時間再任用職員の複数配置職場の増員。

	再任用制度導入時に、短時間再任用は「定数外」との約束事項だったが、実態は常勤職員の代替である。制度見直しをすべき時期だ。


・メンタルヘルス不全による休職明けの一定期間、臨任職員の継続配置。

	円滑な復職に向けて必要だ。再度の休職になればその方がコストかかる。復職直後は「制限勤務」が多く、厳密には二重配置とはいえない。
なぜ、継続配置ができないのか？有効性に疑問があれば、労使共同で、既に実施している民間企業の調査や専門家の意見聴取をしてはどうか。


○メンタルヘルス不全対策、労働安全衛生について

・産業医との意見交換の場の確保。

	遅くとも4月中の「場の設定」を！


・震災の経験を踏まえ災害時における業務についての「労使協定」の締結にむけた協議。

	4年以内に70％の確率という調査結果もある。明日にでも起こる可能性。その場合、職員の生命の安全を確保しながら、継続可能な県民サービスを提供するための対応策は現在あるのか。早急に協議すべきではないか。


・キャビネットやロッカー等の転倒防止対策等について、全庁的な推進体制を確立し、全ての所属において安全点検を行い、必要な対策を実施すべき。

	これまでも、ロッカー・キャビネット等の転倒防止策が行われてきたはずだが、3.11で住宅供給公社など多くの職場で転倒した事実をどう認識しているのか。

徹底されていなかった、又は、これまでの想定を超えたものが起こったのではないか。一元的な担当部署も明確でない。改めて全庁的な旗振り役を明確にして周知徹底すべき。


・直下型地震に対する耐震診断、必要な補強・建て替えの実施。

	全庁舎の直下型地震に対する耐震診断は行われ安全性は確認されているのか、明確にすべきだ。


○節電対策について

・夏の節電対策実施にあたって、労働安全衛生についての事前の労使協議と合意。

	職員の労働安全に関する事項であり、交渉事項である。特に、昨年の労働安全衛生法に反する行為を踏まえると、事前協議・合意は不可欠。


○行政補助員問題、非常勤等職員課題について

・行政補助員の雇用を脅かし、業務的にも混乱と非効率を招く現行制度の抜本的見直し。

	現在の行政補助員の業務が、全て、誰にでもすぐできる「補助的業務」と断言できるのか。制度と実態が乖離している。見直し姿勢を示すべき。


・臨任の任用期間は勤務した月の社会保険料を事業主である県が負担するよう改善すべき。

	　ほぼ1か月働かせておいて、社会保険料事業主分を負担しないことをどう認識しているのか。

正しいこととして県民に説明できるのか？民間事業主に推奨するのか？


・臨任・非常勤職員の療養休暇。

	無給療休が、加給削減の原因となっている。権利を行使すると「不利益」を受けるということはおかしいのではないか？権利と欠勤を同列に扱う根拠は何か？

労働基準法第136条では、「使用者は、第39条第1項から第4項までの規定による有給休暇を取得した労働者に対して、賃金の減額その他不利益な取扱いをしないようにしなければならない。」とある。「有給休暇」ではあるが、法は最低基準を定めており、法の精神を尊重すべきであり、抜け穴として利用すべきではない。


・再任用職員の年度内異動について、ルール化に向けての労使協議の実施。

	1月に行われた、再任用職員の「異動」は例外か？ルールなき異動の常態化は容認できない。定年延長を見据え、定数問題とあわせ、労使で協議すべきではないのか。


○ノーマライゼーション課題について

・加齢による障害の重度化に伴う業務遂行等の課題を把握するために、当事者の声を聞く場の設定。

	どんな課題があるか、人事当局として把握せずに、定年延長や権利条約に基づく合理的配慮に対応できるのか。今から把握した上で、早急に検討すべき。


・本庁駐車場の路面整備。

	当局には「危険」の認識はないのか。あって優先順位を低くしているのか。路面整備ができないからといって何の注意喚起すらしない姿勢は、不作為であり、事故が発生すれば責任を問う。


さようなら原発
1000万人署名
2次集約のお願い

まだの人は今から！

署名済みの人は友人家族に！

2月24日（金）まで

◇署名の名称
｢脱原発を実現し、自然エネルギー中心の社会を求める全国署名（1000万署名）｣
◇呼びかけ団体
「さようなら原発」一千万署名市民の会
◇呼びかけ人
内橋克人　坂本龍一　落合恵子　鎌田慧　澤地久枝　辻井喬　鶴見俊輔
大江健三郎　瀬戸内寂聴
◇要請事項
①　原子力発電所の新規計画を中止し、浜岡をはじめとした既存の原子力発電所の計画的な廃炉を実施することを求めます
②　もっとも危険なプルトニウムを利用する、高速増殖炉「もんじゅ」および核燃料再処理工場を運転せず、廃棄することを求めます
③　省エネルギー・自然エネルギーを中心に据えた、エネルギー政策への転換を早急に始めることを求めます
◇要請先　

　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣
2.11全国一斉さようなら原発
1000万人署名
アクションin東京

○日　時：2月11日（土）13時30分～
　○会　場：代々木公園Ｂ地区イベント広場
　※「自治労神奈川」のオレンジ色の旗が目印

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































